
　
平
成

２６
年
の
振
り
込
め
詐
欺
被

害
件
数
は
、
前
年
に
比
べ
て
約
１．

２
倍
、
被
害
額
は
約
１．

５
倍
の

約
３
７
６
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
金
融
機
関
を
通
じ
て

振
り
込
ま
せ
る
も
の
に
加
え
、
犯

人
が
現
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

を
直
接
取
り
に
来
る
『
受
け
取
り

型
』
の

”振
り
込
ま
せ
な
い

“
振

り
込
め
詐
欺
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
手
口
が
巧
妙
化
、
悪
質
化
し
て

い
ま
す
の
で
、
十
分
な
注
意
が
必

要
で
す
。

【
振
り
込
め
詐
欺
の
主
な
手
口
】

　
●
オ
レ
オ
レ
詐
欺

家
族
な
ど
を
装
っ
て
金
銭
の

支
払
い
を
要
求
し
て
き
ま
す
。

　
●
還
付
金
詐
欺

公
的
機
関
の
職
員
を
装
っ
て

還
付
金
や
給
付
金
の
手
続
き

と
思
わ
せ
、
逆
に
お
金
を
振

り
込
ま
せ
ま
す
。

　
●
架
空
請
求
詐
欺

架
空
の
有
料
サ
イ
ト
利
用
料

な
ど
を
「
未
払
い
が
あ
る
」

と
偽
り
、
請
求
し
て
き
ま
す
。

　
●
金
融
商
品
取
引
詐
欺

架
空
の
未
公
開
株
や
社
債
な

ど
の
金
融
商
品
を
「
必
ず
儲

か
る
」
と
し
て
購
入
を
迫
り
、

金
銭
を
騙
し
取
り
ま
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

○
す
ぐ
に
相
手
の
言
葉
を
信
用

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
相
手

の
身
分
や
電
話
番
号
な
ど
を

関
係
機
関
に
問
い
合
わ
せ
る

な
ど
、
し
っ
か
り
と
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

○
公
的
機
関
の
職
員
が
還
付
金

等
を
お
渡
し
す
る
た
め
に
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
を
行
う
よ
う
電

話
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

〇
利
用
し
た
こ
と
の
な
い
サ
イ

ト
か
ら
の
請
求
は
無
視
し
ま

し
ょ
う
。

〇
郵
便
や
宅
配
便
で
現
金
を
送

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
郵

便
・
宅
配
便
で
現
金
を
直
接

送
る
よ
う
に
指
示
し
て
き
た

ら
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
詐
欺

で
す
。
必
ず
断
り
ま
し
ょ
う
。

〇
少
し
で
も
「
お
か
し
い
」「
怪

し
い
」
と
思
っ
た
ら
、
電
話

を
切
り
ま
し
ょ
う
。

○
振
り
込
む
前
に
、
必
ず
家
族

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
消
費

生
活
相
談
窓
口
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
加
東
市
消
費
生
活
相
談
窓
口
　

　（
庁
舎
１
階
・
市
民
生
活
部
生

　
活
課
内
）

　
　
４
３
・
０
５
０
２

【
支
給
対
象
者
】

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
平
成
２７
年
６
月
分
の
児
童
手
当
を
加

東
市
で
受
給
で
き
る
方

②
平
成
２７
年
５
月
３１
日
時
点
で
加
東
市

に
住
民
登
録
が
あ
る
公
務
員
で
、
平

成
２７
年
６
月
分
の
児
童
手
当
を
勤
務

先
で
受
給
で
き
る
方

※
平
成

２６
年
中
の
所
得
が
児
童
手
当
の

所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
方
は
、
給

付
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
平
成

２７
年
６
月
分
の
児
童
手
当
受
給

要
件
を
満
た
し
な
が
ら
も
、
認
定
請

求
を
し
て
い
な
い
方
は
、
子
育
て
支

援
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
対
象
児
童
】

児
童
手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
児
童

　
※
平
成
１２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２７
年
５

　
　
月
３１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
児
童

◎
平
成

２７
年
度
の
給
付
金
は
、
臨
時
福
祉

給
付
金
の
支
給
対
象
と
な
る
場
合
や
、

生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て

い
る
場
合
も
給
付
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
支
給
額
】

　
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
、
３，
０
０
０
円

【
申
請
手
続
き
】

《
加
東
市
か
ら
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
》

○
加
東
市
で
児
童
手
当
の
現
況
届
を
提
出
す

　
る
方

加
東
市
か
ら
お
届
け
し
た
現
況
届
の
裏

面
が
給
付
金
の
申
請
用
紙
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
併
せ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
出
生
や
転
入
で
、
新
た
に
６
月
分
の
児
童

　
手
当
の
認
定
を
受
け
た
方

給
付
金
の
申
請
書
を
６
月
下
旬
に
お
届

け
し
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

必
要
な
も
の

　
①
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申

　
　
請
書

　
②
印
鑑

○
外
国
人
の
方
の
場
合

　
・
在
留
カ
ー
ド
の
写
し

　
　（
在
留
期
間
が
更
新
さ
れ
た
も
の
）

○
児
童
手
当
の
振
込
口
座
と
異
な
る
口
座

　
を
指
定
す
る
場
合

・
本
人
確
認
書
類（
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
旅
券
等
の
写

し
）

・
指
定
口
座
が
確
認
で
き
る
書
類（
通

帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
）

《
加
東
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
公
務
員
の
方
》

必
要
な
も
の

①
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申

請
書（
公
務
員
用
・
勤
務
先
で
児
童
手

当
の
受
給
資
格
を
証
明
さ
れ
た
も
の
）

　
②
印
鑑

　
③
指
定
口
座
が
確
認
で
き
る
書
類（
通
帳

　
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
）

※
た
だ
し
、
平
成

２６
年
度
に
加
東
市
へ

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
を
申

請
し
、
給
付
を
受
け
た
口
座
を
振
込

先
と
し
て
指
定
す
る
場
合
は
不
要
で
す
。

　
申
請
書
の
交
付
時
期
等
は
、
勤
務
先
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
方
法
】　
持
参
ま
た
は
郵
送

【
申
請
期
限
】　

１１
月

３０
日

（月）

　
　
　
　
　
　（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

※
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
給
付
金
を

支
給
で
き
ま
せ
ん
。

※
児
童
手
当
の
現
況
届
提
出
期
限
は
６
月

　
３０
日
（火）
で
す
。
提
出
が
遅
れ
る
と
、
６

月
以
降
の
手
当
が
支
給
停
止
と
な
り
ま

　
す
。
給
付
金
の
受
給
資
格
の
確
認
を
兼

ね
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
窓
口
】　

　
福
祉
部
子
育
て
支
援
課（
庁
舎
１
階
）

　
市
民
生
活
部
市
民
課（
庁
舎
１
階
）

※
市
民
課
で
の
受
付
は
、
現
況
届
と
併

せ
て
給
付
金
を
申
請
さ
れ
る
方
に
限

り
ま
す
。

【
給
付
金
の
支
給
】　

　
平
成

２７
年

１０
月
下
旬
か
ら
支
給
予
定

※
支
給
の
決
定
後
に
お
届
け
す
る
通
知
で
、

　
振
込
日
等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
る

場
合
に
は
、
給
付
金
の
支
給
対
象
外

で
あ
る
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】　

　
〒
６
７
３
―
１
４
９
３
　
加
東
市
社

５０
番
地

　
福
祉
部
子
育
て
支
援
課（
庁
舎
１
階
）　

　
　
４
３
・
０
４
０
８

平
成
２７
年
度
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
ご
案
内

平
成
２７
年
度
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
ご
案
内

平
成
２７
年
度
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
ご
案
内

消
費
税
率
引
き
上
げ
の
影
響
等
を
踏
ま
え
、
子
育
て
世
帯
に
対
し
て
、
国
か
ら
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。　

申
請
手
続
き
の
開
始
は
、
８
月
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
広
報

か
と
う
７
月
号
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
福
祉
部
社
会
福
祉
課

　（
庁
舎
１
階
）  

　
４
３
・
０
４
０
７

平
成
２７
年
度
の

　
臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て

振
り
込
め
詐
欺
が
増
え
て
い
ま
す
！

消
費
生
活
相
談
窓
口
か
ら
の
お
知
ら
せ

　給付を装った「振り込め詐欺」に
ご注意ください。ご自宅や職場など
に市役所や厚生労働省から給付手続
きのためにＡＴＭの操作をお願いす
ることはありません。
　あやしい電話や郵便があれば、市
役所にご確認いただくか、最寄りの
警察署（または警察相談専用電話「♯９
１１０」）にご相談
ください。

子育て世帯臨時特例給付金・
臨時福祉給付金でも
振り込め詐欺が多発中！！

　６５歳以上で一定の障がい（※１）を持たれている
方は、後期高齢者医療広域連合の認定を受けて、
後期高齢者医療制度の被保険者になれます。認
定を受けるためには、申請が必要です。
　後期高齢者医療制度に加入した場合は、医療
機関での負担は１割（現役並み所得者は（※２）３割）
となり、加入した月から被保険者ごとに保険料が
発生します。
　なお、７５歳になるまでは、いつでも申請を撤回
することができます。ただし、過去にさかのぼっ
て被保険者の資格を喪失することはできません。

※１　一定の障がいとは、下記のいずれかに該当す
る場合を指します。
①身体障害者手帳　１級～３級・４級の一部
　（下肢関係、音声・言語障害関係）
②精神障害者保健福祉手帳　１級・２級
③療育手帳　Ａ判定
④障害年金の１級・２級（労災等の障害年金
　は１級～４級）を受給

※２　現役並み所得者とは、
同一世帯に住民税課税
所得１４５万円以上の後
期高齢者医療制度の被
保険者がいる世帯の方

○障害認定申請に必要なもの

　①現在加入している健康保険の保険証
　②一定の障がいがあることを示す書類
　　（身体障害者手帳・精神障害者保健福祉
　　手帳・療育手帳・年金証書等）
　③認印

後期高齢者医療制度のお知らせ後期高齢者医療制度のお知らせ

問い合わせ
　市民生活部保険・医療課
　（庁舎１階）　  ４３－０５０１
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